
■心も体も元気な子どもを育成するために 家族みんなで「はやね・はやおき・あさごはん」を実践しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

2 月１４日（金），鹿嶋ばやしを６年生から５年生

に引き継ぎました。６年生は３５名，引き継がれる５

年生は２０名（大太鼓４名，締太鼓７名，笛９名）， 

５年生の人数は大幅に少なくなるのですが，それを補

う熱い気持ちで「うちばやし」と「松島」を立派に演

奏しました。 

第３１代総リーダーの小田島結子さんは，「伝統を

なくさないよう，一人一人が責任をもち，地域の人た

ちへの感謝の気持ちを忘れず頑張ってほしい。」と５

年生を激励しました。それを受け，第３２代新総リー

ダーの菊地謙友さんは「力強い鹿嶋ばやしと広渕の伝

統を，しっかりと仲間とともに守っていく。」と決意

表明をしました。 

伝承式は，５，６年生の保護者の皆さんをはじめ河

南鹿嶋ばやし保存会の皆さん，石巻市文化財保護委員，広渕地区行政委員，主任児童委員，民生児童委員，広渕小

ＰＴＡの皆さんなど，多くの地域の方々に見守られながら行われました。鹿嶋ばやしは脈々と受け継がれてきた

地域の宝です。６年生は，４月の鹿嶋山車まつりに始まり，運動会，夏祭り，鹿島病院ふれあいまつり，学芸会，

ＪＡ収穫祭，かなんまつり，河南少年の主張大会などで広渕の顔として活躍し，伝承式でしっかりと技と心を 5

年生に引き継ぎました。６年生からバトンを受け取った５年生のさらなる成長を期待したいと思います。 

 
石巻市立広渕小学校 学校だより ３月号 

ひろぶち 
令和２年２月２７日（木） 

学校教育目標 

やさしく，かしこく，たくましい

広小っ子の育成 

◎思いやりがあり やさしい子 

◎進んで学び かしこい子 

◎心も体も健康で たくましい子 

 

 

 

◇河南鹿嶋ばやし伝承式 

石巻かほく 

２０２０.２.１５（土） 

 

カラーで掲載されました！ 

春
寒
ゆ
る
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

 

先
日
の
「
河
南
鹿
嶋
ば
や
し
伝
承
式
」
で
は
、
多
く
の
保
護
者
、
地

域
の
皆
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

六
年
生
か
ら
教
わ
っ
た
太
鼓
や
笛
な
ど
の
「
技
」
だ
け
で
は
な
く
、

鹿
嶋
ば
や
し
に
携
わ
っ
て
き
た
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
「
心
」
も
受

け
継
い
で
い
く
五
年
生
の
子
供
た
ち
。
初
お
披
露
目
と
な
っ
た
伝
承
式

で
は
、
少
な
い
人
数
な
が
ら
も
息
の
合
っ
た
演
奏
を
披
露
し
、
保
存
会

の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
「
第
三

十
二
代
河
南
鹿
嶋
ば
や
し
」
を
担
う
五
年
生
の
子
供
た
ち
の
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
「
あ
い
さ
つ
・
返
事
・
椅
子
、

靴
そ
ろ
え
」
の
教
え 

 

著
名
な
教
育
哲
学
者
の
森
信
三
（
も
り 

し
ん
ぞ
う
）
さ
ん
の
教
え
に
、

「
し
つ
け
の
三
大
原
則
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。 

一
．

朝
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
に 

二
．

「
は
い
」
と
は
っ
き
り
返
事
の
で
き
る
子
に 

三
．

席
を
立
っ
た
ら
必
ず
椅
子
を
入
れ
、
履
き
物
を
脱
い
だ
ら
必
ず
そ

ろ
え
る
子
に 

 

実
に
単
純
な
教
え
で
す
。
し
か
し
、
人
間
形
成
の
基
本
を
見
事
に
捉

え
た
教
え
で
す
。 

・
「
あ
い
さ
つ
」
は
社
会
性
を
育
む
基
本 

・
「
返
事
」
は
自
己
表
現
の
基
本 

・
「
椅
子
を
入
れ
る
、
靴
を
そ
ろ
え
る
」
は
身
辺
を
整
え
る
基
本 

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。 

 

こ
れ
が
全
て
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
ベ
ー
ス
と
し
て
大
事
に
し
た
い
要
素
で
す
。 

学
校
に
限
ら
ず
、
教
育
の
目
的
は
、
周
り
か
ら
信
頼 

さ
れ
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
づ
く
り
に
あ
り
ま 

す
。
「
あ
い
さ
つ
・
返
事
・
椅
子
、

靴
そ
ろ
え
」
の
先
に 

あ
る
豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
教
え 

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
登
校
日
も
残
り
十
六
日
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
学
年
へ
期

待
と
希
望
を
も
っ
て
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
最
後
ま
で
気
を
緩
め
ず
、
ま

と
め
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

校
長 

 

高
野 

貴
美 



【４月の主な予定】 

８日（水）披露式 第１学期始業式   １９日（日）鹿嶋ばやし山車まつり 

９日（木）入学式           ２０日（月）学区パトロール 集団下校 

１３日（月）体位測定（上学年）     ２１日（火）家庭訪問（３０日まで） 

１４日（火）体位測定（下学年）     ２２日（水）交通安全教室

１６日（木）学習参観 ＰＴＡ総会    ２３日（木）１年生を迎える会 

      全国学力・学習状況調査   ２９日（水）昭和の日       

３月の生活目標 ： 身のまわりをきれいにします    ■ＳＣ（スクールカウンセラー）来校日 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの将来の自己実現に向け，望ましい職業観，勤労観を身に付けさせる「志教育」の一環として，２月１

９日（水），４年生以上の子供たちを対象に「人生の先輩に学ぶ」と題した授業を行いました。当日は，夢に向か

い，努力してその夢を実現させたフレッシュマンを講師に迎え，パネルディスカッションを行いました。 

お招きした講師の皆さんを紹介します。 

＊ 吉田 晴香さん：ＮＨＫ仙台放送局（てれまさむね 気象キャスター） 

＊ 田所 眞帆さん：時事通信社仙台支局（新聞記者） 

＊ 杉元  太さん：ピアニスト 

＊ 大場 真人さん：石巻警察署河南駐在所（警察官） 

＊ 豊浦  匠さん：東松島消防署（レスキュー隊員） 

 「人の役に立ちたい。」，「人々の笑顔が励みになる。」「人と人とのコ

ミュニケーションが大切。」ということが夢を叶えた皆さんのお話に

共通するものでした。また，「夢を叶えるためには，努力の他に“運”も必要。運を味方につけるために，普段か

らゴミ拾いなど，人の役に立つことを意識して行っている。」というような子供たちの心に響くお話もありました。

参加した子供たちは，夢や目標の実現のために，今できること，すべきことを真剣に考えていました。 

日 曜 行 事 予 定 日 曜 行 事 予 定 

１ 日  １６ 月 卒業式予行 

２ 月 朝会，安全委員会，学校評議員会 １７ 火 
Ｂタイム５校時限 卒業式練習⑤  

卒業式会場設営① Ｐ監査（１～５年） 

３ 火 Bタイム 深谷サークル監査 １８ 水 ５校時限  

４ 水 Bタイム １９ 木 卒業式 

５ 木 Bタイム PTA全体役員会 ■ＳＣ（最終） ２０ 金 
※聖火到着式 復興の火セレモニー 

ノーゲームデー 

６ 金 Bタイム 卒業式練習① 集団下校 ２１ 土  

７ 土  ２２ 日  

８ 日  ２３ 月 大掃除 

９ 月 Bタイム 卒業式練習② ２４ 火 令和元年度修了式 

１０ 火 
Bタイム 卒業式練習③ 代表委員会 

ノーゲームデー 
２５ 水 学年末休業日（３１日まで） 

１１ 水 ※みやぎ鎮魂の日 ２６ 木 ※河南西中一日入学 

１２ 木 Bタイム 卒業式会場設営① Ｐ監査（６年） ２７ 金 離任式 

１３ 金 防災の時間 卒業式練習④ ２８ 土  

１４ 土  ２９ 日  

１５ 日  ３０ 月 ノーゲームデー 

 ３１ 火  

◇志教育推進事業～「人生の先輩に学ぶ」  


